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秋季入学についての意見 

 

新型コロナウイルス感染症の影響により、全国的に多くの園で臨時休園が続き、入園式

も挙行できていない地域もある状況です。 

幼稚園・こども園における教育は、安心できる環境の下で、様々な人や物との直接的な

関わりを通して行われ、その中で子どもたちの心と体は育まれます。ですから、今、各園

においては、組織力を生かして情報収集に努め、感染リスクを避けながら、どのように遊

びや生活を進めていくかについて知恵を絞っているところです。ようやく、再開の見通し

が立ち始め、感染対策などについて具体的な議論をまとめて準備を始める大事な時期を迎

えています。このようなタイミングで、入学時期を９月に移行することで、全ての矛盾が

解決するかのような議論がされ始めていることに違和感を覚え、疑問を感じます。 

 

今、なすべきなのは、通常時には見えにくかった弱い部分に歪となって露わになった課

題への対応ではないでしょうか。例えば、家庭で過ごす親子への支援策として各園が工夫

した実践を行っており、文部科学省から取組事例集として紹介されています。ホームペー

ジで園から情報発信して園とのつながりを築いている好事例がある一方、自治体によって

ＩＣＴ環境の整備状況には大きな差があり、園独自のホームページが開設されていない幼

稚園・こども園も多く、園からの発信ができていない園や自治体もあるのが現状です。 

今回の事態で、より顕著になった幼児期の教育の保障と保護者の就労支援という、時に

相反する二つの責務を、感染リスクを避けながら実現するという難題に対しても議論して

いく必要があります。幼稚園教育要領等の検証や、幼児教育・保育の無償化による成果と

課題についての議論も始まったばかりです。 

 

各園の教育課程や指導計画は、各地の気候風土、文化や社会生活と深くつながったもの

として、地域の特性を生かして作成されています。芽吹きの春から、盛りの夏、実りの秋、

蓄える冬、日本の美しい四季という季節の流れの中で、子どもたちの心身の成長を促すよ

うに工夫して作成・実践され、地域を愛する子どもたちを豊かに育ててきています。 

この問題は、幼児教育だけでなく、社会全体の仕組みを根底から変え、制度や人事など

多岐にわたって膨大な事務作業や混乱が生じることは明らかです。家庭や地域の影響を大

きく受ける幼児にとっては、周囲の大人が安心して安定した生活を営んでいることが極め

て重要であり、この時期に子どもたちにさらなる不安を与えることはもっての他です。 

 



 

今、これ以上現場に負担を掛けることは避けたいですし、拙速に議論を進め、結論を見

いだしていくにはあまりにも課題が多く、時間の余裕もありません。本会としても、十分

な議論や意見集約はまだできていません。今後の検討にあたっては、現場の意見をお聞き

いただき、社会全体の議論が十分に尽くされていくことを期待しています。くれぐれも、

この混乱の状態の中で、拙速に結論を求めることのないよう、お願いいたします。 

 

秋季入学導入について 

日本の風土、社会生活や習慣などを考えても４月入学は妥当であり、秋季に移行するに

は課題が多過ぎ、幼児教育においてはその必要性もなく、混乱を招くばかりである 

・現状で優先的に対応すべき、新型コロナウイルスへの対応が、現場においても行政諸

機関においても十分にできなくなる 

・社会全体での幅広い議論やコンセンサスが必要な問題であり、会計年度との整合性を

図ることなど、調整すべき対象が広範囲で複雑であり、現状の混乱時に議論を進める

ことは得策ではない 

・グローバルスタンダードと言っても大学教育における留学などに際してのメリットな

どに留まり、幼児教育などがその議論に巻き込まれて秋季入学にする必要性はない 

・導入に際しては、教育内容や教育課程についての十分な議論や準備が必要であるが、

今年度はもちろん、来年度についても議論や準備の時間が足りない 

 

仮に秋季入学とする場合、なった場合の課題 

・春から始めて子どもたちを育てていく教育課程について、季節の移ろいや自然とのか

かわり、地域行事などとの関連性などを含めて根本から修正していく必要がある 

・幼児の保育を行う月齢がスライドし、対象となる幼児の発達段階が変わることに伴う

幼稚園教育要領等の再検討も含め、多大な労力と時間を要する 

・移行期間に関わる経費や待機児童の増加、教室や教員の確保などでの大きな混乱が予

想される 

・移行期間の複雑な事務手続きに対応できる人的措置など、膨大な予算が必要となる 

・待機児童についても増加することが予想される 

 

感染リスクを避けながら、保護者の保育のニーズにも応え、子どもたちの育ちを保障す

るという極めて困難な課題に、どのように対応していくかについての議論や知恵を集める

ことが先決と考えます。どうぞよろしくお願いいたします。 


